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チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ａ
・
ビ
ー
ア
ド

開
米
潤
＝
監
訳　

阿
部
直
哉
・
丸
茂
恭
子
訳

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
責
任

【
日
米
戦
争
は
な
ぜ
始
ま
っ
た
か
】　

上
・
下

一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
、
日
本
は
遂
に
対
米
戦
争
に
追
い
込
ま
れ
る
―
―
。

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
、
非
戦
を
唱
え
な
が
ら
日
本
を
対
米
開
戦
に
追
い
込
む
過
程
を
膨
大
な
資
料
を
元
に
容
赦
な
く
暴
き
、

48
年
に
発
刊
さ
れ
る
も
直
ち
に
「
禁
書
」
扱
い
さ
れ
、
占
領
下
日
本
で
も
翻
訳
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

政
治
・
外
交
史
の
大
家
の
幻
の
遺
著
、
遂
に
全
訳
刊
行
！

日
米
開
戦

70
年
記
念

幻
の
名
著
、
遂
に
完
訳
発
刊
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本
書
に
つ
い
て
―
―

　

一
九
四
一
年
十
二
月
七
日
（
日
本
時
間
八
日
）、
日
本
海
軍
に
よ
る
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
で

の
奇
襲
攻
撃
で
火
蓋
が
切
ら
れ
た
日
米
開
戦
―
―
こ
の
と
き
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
と
っ

て
の
大
惨
事
を
冷
徹
な
眼
差
し
で
見
据
え
て
い
た
一
人
の
学
者
が
い
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

Ａ
・
ビ
ー
ア
ド
博
士
で
あ
る
。
博
士
は
戦
争
が
偶
発
的
に
発
生
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の

勃
発
を
一
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
り
米
国
が
実
践
し
て
き
た
ア
ジ
ア
極
東
外
交
の
結
末
と

捉
え
、
そ
れ
が
米
国
に
と
り
新
た
な
危
険
な
時
代
の
幕
開
け
で
あ
る
と
見
做
し
た
の
だ
っ

た
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
、
次
々
と
開
示
さ
れ
た
膨
大
な
外
交
公
文
書
を
綿
密
に
読
み
解
く

作
業
の
中
で
、
将
来
に
お
け
る
米
国
の
あ
る
べ
き
姿
を
建
国
以
来
の
歴
史
の
文
脈
と
、
そ

の
理
念
か
ら
明
白
に
し
よ
う
と
試
み
た
博
士
は
、
真
珠
湾
攻
撃
を
単
に
歴
史
の
重
大
事
件

と
し
て
記
録
す
る
の
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
が
参
戦
を
決

定
す
る
ま
で
の
過
程
を
新
し
い
視
点
で
炙
り
出
し
た
。
大
統
領
陰
謀
説
の
嚆
矢
と
も
な
っ

た
本
書
は
、
ビ
ー
ア
ド
博
士
最
晩
年
の
力
作
で
あ
り
、
絶
筆
で
も
あ
る
。

チャールズ・A・ビーアド
1874 年米国インディアナ州生まれ。オックスフォード大学留学，コロンビア大学などで歴史学，

政治学を修め，1915 年に同大学教授に就任。米国の第一次世界大戦への参戦で，大学総長の偏

狭な米国主義に対し，思想信条にそぐわない三人の教授が解雇されたのを機に，正義感の人，ビー

アドも昂然と大学を去る。1917 年，ニューヨーク市政調査会理事に就任。22 年には当時の東京

市長，後藤新平の招請で来日。その調査・研究成果の集大成が『東京市政論』で，日本の市政研

究の先駆けともなった。23 年関東大震災直後に再来日。東京の復興に関する意見書を提出する

など「帝都復興の恩人」として活躍。後に，焦土と化した戦後の日本の都市計画にも示唆を与え

た。米国政治学会会長，米国歴史協会会長を歴任。48 年，コネチカット州で死去。享年 74 歳。

邦訳された著書に �e Republic, 1943（松本重治訳『アメリカ共和国』），�e American Spirit, 1942（高

木八尺・松本重治訳『アメリカ精神の歴史』），ビーアド夫人との共著 A Basic History of the United 
States, 1944（松本重治訳『アメリカ合衆国史』）などがある。

日本の読者へ　デートレフ・F・ヴァクツ
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